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子
ど
も
相
談
室
開
設
の
ね
ら
い

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細

や
か
な
配
慮
の
中
で
不
登
校
を
未
然
に

防
止
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。不

登
校
で
あ
っ
た
り
不
登
校
傾
向
に

あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
教
職
員
が

き
め
細
や
か
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
の
家
庭
で
の
教
育
力
を
強
化

し
、
児
童
生
徒
が
学
校
生
活
に
適
応
で

き
る
よ
う
、
相
談
や
情
報
交
流
を
支
援

し
ま
す
。

子
ど
も
相
談
室
の
開
設
内
容

▼
場
所　

　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
　
（
浜
坂
２
４
４
０
‐
１
）

　

℡　

82
‐
６
９
０
０
（
直
通
）

▼
開
設
日

　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
（
祝
祭
日
を
除
く
。）

※
日
時
や
場
所
を
変
更
し
て
相
談
に
応

じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
事
前
に
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
内
容

　

児
童
や
生
徒
の
不
登
校
に
関
す
る
こ

と
な
ど

▼
相
談
員　
　

　
　

  　

田
中
幸
吉 

教
育
指
導
相
談
員

情
報
交
流
（
研
修
）
も

行
い
ま
す

　

保
護
者
同
士
の
交
流
、
教
職
員
の
研

修
、
保
護
者
と
教
職
員
と
の
交
流
な
ど

を
実
施
し
、
子
ど
も
へ
の
具
体
的
な
支

援
を
模
索
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
や
家
庭
に
対
し
て
適
切

な
相
談
機
関
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
誰
も
が
持
っ
て
い
る
か
け
が
え
の

な
い
命
を
よ
り
輝
か
す
」
た
め
に
精
一

杯
取
り
組
み
ま
す
。

　

相
談
に
あ
た
っ
て
は
学
校
と
連
携
し

な
が
ら
、
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
は

十
分
留
意
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

友
だ
ち
と
仲
良
く
学
び
た
い
。
し
か
し
、
な

か
な
か
学
び
の
場
に
適
応
で
き
な
い
。
そ
ん
な

現
実
に
直
面
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
、
本
町
に
お
い
て
も
不
登
校
と
い
う
深
刻
で

重
要
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
不
登
校
解
消
を
目
指
し
、
学
校
と

家
庭
、
地
域
が
よ
り
い
っ
そ
う
心
を
通
わ
せ
、

子
ど
も
を
支
援
す
る
心
の
結
び
の
場
と
し
て

「
子
ど
も
相
談
室
」
を
６
月
10
日
に
開
設
し
ま
し

た
。

－	 ともに学ぶ明日へ －

「子ども相談室」を開設しました　

　　　　安心してご相談ください

町政のうごきから

「子ども相談室」の看板を掛ける松岡教育長（右）と
田中相談員
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新
温
泉
町
の
皆
様
へ

　

公
立
浜
坂
病
院
院
長　

三 

村 

令 

児

　　

こ
の
た
び
、
６
月
１
日
付
け
で
公
立

浜
坂
病
院
院
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た

三
村
令
児
（
み
む
ら
れ
い
じ
）
と
申
し

ま
す
。

　

前
任
地
の
公
立
豊
岡
病
院
で
は
呼
吸

器
内
科
と
総
合
診
療
科
を
兼
任
し
て
し

ま
し
た
。
呼
吸
器
内
科
で
は
、
肺
炎
・

肺
が
ん
・
結
核
は
も
ち
ろ
ん
、
肺
気
腫

（
た
ば
こ
の
害
）・
気
管
支
喘
息
、
ま
た

最
近
増
え
つ
つ
あ
る
間
質
性
肺
炎
な
ど

を
診
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
総
合
診
療
と
は
、
人
を
一
つ

の
病
気
か
ら
診
る
の
で
は
な
く
、
外

科
系
・
内
科
系
を
問
わ
ず
、
複
数
の
病
や
ま
い

を
持
っ
た
人
と
し
て
診
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
が
必
要
な

 

６
月
１
日
に
医
師
２
名
が
着
任
し
ま
し
た　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

         

三
村
令
児
院
長
が
就
任

公立浜坂病院

　

公
立
浜
坂
病
院
で
は
６
月
１
日
付
け
で
三
村
令
児
院
長
を
採
用
し
、
兵
庫
県
派
遣
医
師
と
し
て
山
田
博

之
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。
三
村
院
長
は
、昨
年
10
月
か
ら
週
１
回
内
科
で
診
療
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

公
立
浜
坂
病
院
が
町
の
医
療
の
拠
点
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
と
な
る
よ

う
、
今
後
も
医
師
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
の
質
や
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

山
田
博
之
医
師

と
き
に
は
、
当
然
各
専
門
家
に
治
療
を

ゆ
だ
ね
、
人
を
診
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

い
う
考
え
方
で
す
。
も
ち
ろ
ん
病
院
の

医
師
で
す
か
ら
、
地
域
の
診
療
所
の
先

生
方
と
連
携
し
な
が
ら
の
入
院
治
療
を

主
体
と
し
た
医
療
で
す
。

　

常
勤
医
が
、
外
科
２
名
内
科
１
名
か

ら
内
科
３
名
に
変
わ
り
ま
す
が
、
八
田

診
療
所
の
森
川
医
師
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
町
の
医
療
の
充
実
に
努
め

て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町政のうごきから

６
月
か
ら
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た

山
田
博
之
と
申
し
ま
す
。

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
専
門
に
か
か

わ
ら
ず
何
で
も
診
る
」
こ
と
で
す
。
些

細
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
内
科

以
外
の
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

公
立
浜
坂
病
院　

℡
82
‐
１
６
１
１

「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」

　
　

の
実
施
に
つ
い
て

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し

て
、
本
年
も
職
員
の
「
夏
の
エ
コ
ス
タ

イ
ル
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
住
民
の
皆

さ
ま
も
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

町
主
催
の
会
議
等
に
出
席
す
る
場
合

は
、
軽
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

◇
目
的　

職
場
な
ど
で
の
適
正
冷
房
の

徹
底
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層

の
推
進
を
通
じ
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
し
、
環
境
と
共
生
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

文
化
の
定
着
、
発
信
を
図
り
ま
す
。

◇
期
間　

　

６
月
１
日
（
火
）
～
９
月
30
日
（
木
）

◇
内
容　

　

①
適
正
冷
房
（
概
ね
28
℃
）
の
実
施

　

②
軽
装
勤
務
（
町
職
員
は
軽
装
で
勤

務
し
ま
す
。）

※
上
着
を
着
用
せ
ず
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

と
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

総
務
課　

行
政
係
℡
82
‐
３
１
１
１
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死
亡
事
故
ゼ
ロ
更
新
中
！

町
が
県
交
通
安
全
対
策
委
員
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た

　

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
連
続
３
０
０
日
を
３
月
29
日
に
達
成
し
た
こ

と
か
ら
、
５
月
６
日
に
兵
庫
県
交
通
安
産
対
策
委
員
長
（
井
戸
敏
三
知

事
）
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
昨
年
６
月
１
日
に
死
亡
事
故
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
み
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
３
６
５
日
に
延
ば

し
て
い
ま
す
。（
6
月
1
日
現
在
）

　

今
後
も
引
き
続
き
交
通
危
険
箇
所
の
改
善
を
行
う
ほ
か
、
高
齢
者
の

事
故
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱

者
へ
の
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
運
転
者
の
皆
さ
ん
も
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　　　　　公示日　６月２４日（木）
　　　　　　　　　　　投票日　７月１１日（日）午前７時～午後８時　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一部、午後６時までの投票所あり）

　投票日に投票所に投票所に行けない方は、事前に投票することができます。
　　　　　
　　

　　   皆さん　そろって　投票しましょう !!
　　　　　　◆問い合わせ　新温泉町選挙管理委員会（総務課　行政係）
　　　　　　　　　　　　　℡ ８２ ‐ ３１１１

参議院議員通常選挙 7 月 11 日（日）

▲  県から表彰状を受ける岡本町長

未来をつくる
あなたの一票大切に

①期日前投票
　 投票できる期間　６月 25 日（金）～７月 10 日 ( 土 )
　　　　　　　　　 午前８時 30 分～午後８時
　 投票の場所　　　浜坂多目的集会施設または町民センター
②不在者投票（滞在先の選挙管理委員会で投票できます）
③不在者投票（入院先の施設で投票できます）
④在宅投票

詳しくは選挙管理委員会にお問い合わせください。
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広
げ
よ
う　

深
め
よ
う　

人
権
学
習
の
輪

　

人
権
セ
ミ
ナ
ー
講
座
生
募
集

「　
『
人
権
』
っ
て
難
し
い
・
・
・
？
」
い
え
い
え
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
楽
し
く
、
生
き
が

い
を
も
っ
て
暮
ら
す
た
め
の
大
切
な
権
利
で
す
が
、
私

た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
身
近
な
こ
と
で
す
。

　

当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
お
話
を
聞
い

た
り
、体
験
を
通
し
て
、参
加
者
の
方
の
〝
心
の
栄
養
剤
〟

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆セミナー開催日程（参加費無料）
開催日 時　間 会　場 学習テーマ、講師等など

7/5
（月） 午後 7 時～ 8 時 30 分 浜坂多目的集

会施設
「但馬とモンゴルをこよなく愛した男たちの人生から学ぶ」

   講師　西村幹也さん（NPO 法人しゃがぁ）

8/7
（土）

午後 1 時 30 分～
　　　　　3 時 30 分 夢ホール

新温泉町人権を考えるつどい

  「太郎が恋をする頃までには・・・」
   講師　栗原美和子さん（フジテレビプロデューサー）

9/9
（木） 午後 7 時～ 8 時 30 分 浜坂多目的集

会施設
「広がる DV と子どもへの影響」

   講師　正井礼子さん（ウィメンズネットこうべ）

10/6
（木） 午後 7 時～ 8 時 30 分 町民センター

「障害者スポーツって特別なスポーツ？」
   講師　大久保正樹さん（㈶神戸市障害者スポーツ協会）

11/11
（木） 午後 7 時～ 8 時 30 分 浜坂多目的集

会施設
「児童虐待防止のために」

   講師　小仲章民さん（兵庫県豊岡こども家庭センター）

12/2
（木） 午後 7 時～ 8 時 30 分 町民センター

「落語で知る高齢者の力」
   講師　桂　阿か枝さん（落語家）

▼
募
集
対
象

　

町
内
在
住
又
は
在
勤
の
方

▼
募
集
人
員　

50
名
程
度

▼
開
設
回
数　

６
回
（
下
表
参
照
）

▼
募
集
期
限　

6
月
21
日
（
月
）

※
継
続
し
て
参
加
を
希
望
す
る
方
も
募

集
期
限
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
修
了
証　

４
回
以
上
参
加
さ
れ
た
方

に
は
、
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　

会
場
ま
で
の
交
通
手
段
の

確
保
が
困
難
な
方
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
９

　

教
育
委
員
会
分
室

　
　

℡ 

92
‐
１
８
７
０

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

新温泉町クリーン
センター灰出し設
備改造工事

田井
クリーンセンター焼却
施設灰出し設備乾式化
改造工事　1 式

11,406,150 平成 22 年 4 月 23 日～
　 平成 22 年 7 月 30 日 虹技㈱

本庁舎等施設営繕
工事 浜坂

ガラスブロック等の目
地交換及び防水処理並
びに鉄扉交換等　１式

4,483,500 平成 22 年５月 10 日～
　 平成 22 年 7 月 31 日 ㈱岸本工務店

（平成 22 年 4 月 16 日～平成 22 年 5 月 15 日契約分）
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加藤文太郎
記念図書館

「6月のおすすめの本」
ご案内

空が割れる
　藤田宜永著／集英社

苦しい恋の終わりをあっけなく迎えた
五月。神経を患い青空が怖い沙保里。
亡くなってからわかった最愛の父の恋
人の存在と、その息子との出会いにゆ
れる頼子。悩んだり苦しんだりしなが
ら、また誰かと出会い恋をする。恋も
いいなと思える６つのストーリー。

子どもたちの遺言
谷川俊太郎著／佼成出版社

まだ死からはるかに遠い子どもたちが、
大人に向かって遺言をしたら…。永遠
の少年のような谷川俊太郎が紡ぎだす
言葉は、時に、はっと胸を突く。赤ちゃ
んから二十歳の成人式を迎えた若者ま
での「時」を写真とともに綴った詩集。

農家が教える便利な農具・道具たち
　農文協

ちょっとした工夫でいろんな作業が楽
になったり、早くなったり、安全でい
いものがつくれたらと思いませんか？
道具や農具の選択から、使いこなし方、
研ぎ方などのメンテナンスと保管。使
いやすい手袋や、暑さ対策の帽子の工
夫など使える知恵が満載の本。

ちゅうしゃなんかこわくない
長谷川義史絵／岩崎書店

今日は注射をしなくちゃいけない日。
「注射は痛い。注射は怖い。注射なん
て大嫌い！」今すぐにここから逃げ出
したい『僕の気持ち』は体からにゅー
と逃げ出してしまいました。注射ぎら

いが治る？絵本。

あめ　じょあじょあ
田島征三絵／光村教育図書

雨が降ってきました。雨は森や町に降
り、川に流れこみ、やがて海へと流れて、
また空へと上がっていきます。自然は
ぐるぐるまわっています。魅力あふれ
る絵で描かれた自然のしくみの不思議
を、子どもと一緒に楽しんでください。

  

おはなし会　　 　　        　      
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『カエルくんのおひるね』 他
◆と 　き　6月26日（土）午後２時～

『にじいろのさかな』 他
◆と 　き　７月10日（土）午後２時～
※会場はいずれも図書館おはなし室

休館日のお知らせ　　　　      

開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（6月号） 10

6 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

は休館日

7 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
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広報しんおんせん（6月号）

長
年
の
人
権
擁
護
委
員
活
動
の
功
績

に
対
し
て
、
池
田
重
廣
さ
ん
（
田
井
）

に
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
住
民
の
人
権

を
守
る
た
め
、
人
権
相
談
や
啓
発
活
動

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

岡
田
弘
俊
さ
ん　

労
働
・
技
能
功
労

　
（
県
杜
氏
組
合
連
合
会
副
会
長
・
前
）

坂
出
和
夫
さ
ん　

農
林
水
産
功
労

　
（
前
照
来
土
地
改
良
区
理
事
長
・
桐
岡
）

　
　
　
　

　

町
は
、
京
都
府
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県
の
行
政
機

関
や
民
間
組
織
と
連
携
し
て
、「
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
認
定
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

見
ど
こ
ろ
）に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

観
音
山
（
清
富
）
の
南
斜
面
の
山
麓

部
に
そ
そ
り
立
つ
灰
白
色
の
巨
大
な
岩

壁
が
見
え
ま
す
。
こ
の
岩
石
は
今
か
ら

約
７
千
万
年
前
の
日
本
列
島
が
ア
ジ
ア

大
陸
東
端
に
あ
っ
た
頃
に
噴
火
し
た
山

陰
海
岸
沿
岸
で
は
最
も
古
い
火
成
岩
の

流
紋
岩
で
、
岩
肌
に
は
平
行
な
縞
模
様

が
見
え
る
固
い
岩
石
で
す
。
こ
の
岩
石

は
山
の
北
側
で
は
銛
の
刃
先
の
よ
う
な

形
の
岬
「
鬼き

門も
ん

崎ざ
き

」
を
形
づ
く
っ
て
い

ま
す
。
香
美
町
矢
田
川
流
域
に
多
く
分

布
す
る
た
め
矢
田
川
流
紋
岩
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
観
音
山
の
急
峻
な
地
形
は

固
い
岩
山
の
斜
面
が
侵
食
さ
れ
て
で
き

た
も
の
で
、
密
教
の
修
験
の
場
に
ふ
さ

わ
し
い
威
容
を
誇
る
山
を
形
づ
く
っ
て

い
ま
す
。
付
近
に
は
遊
歩
道
が
あ
り
散

策
が
楽
し
め
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

約
７
千
万
年
前
の
流
り
ゅ
う

紋も
ん

岩が
ん

が
形
づ
く
る
観か
ん

音の
ん

山や
ま

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ①

脇
本
松
夫
さ
ん　

自
治
功
労

　
（
前
新
温
泉
町
副
町
長
・
三
尾
）

邑
橋
裕
恵
さ
ん　

女
性
活
動
功
労

　
（
前
県
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
長
・
千
谷
）

　

兵
庫
県
功
労
者
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

池
田
重
廣
さ
ん
に
全
国
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会
表
彰

▼観音山の火成岩の流紋岩

▲浜坂県民サンビーチ

　
から見た観音山
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５月９日、海上で芝桜フェスティバルが開かれ、化石
の発見体験や、竹トンボ飛ばし、カズラの輪をつかった
輪投げ大会などを親子連れやお年寄りが一緒に楽しみま
した。会場内には山菜のてんぷらや但馬牛を煮込んだ「ジ
ャブ」などの出店もあり、来場者をもてなしました。

海上地区では約 20 年前から芝桜の植栽に取り組み、
この時期、各家の垣根などは赤や白などの芝桜が咲き誇
っています。

山下つなさんの百寿を祝福
　満 100 歳を迎えた山下つなさん（歌長）の長寿を祝
福するため 5 月 14 日、岡本町長、中井社会福祉協議会
会長、川元町すこやかクラブ連合会福会長らが山下さん
宅を訪れ、銅版の祝い状と祝い品などを贈りました。
　山下さんの長寿の秘けつは、好き嫌いなく何でも食べ
ること。入院中も運動を心がけており、医師から優等生
と言われました。目も良く見えて、毎日、新聞を読み、
テレビで野球観戦をしています。祝福に対し、「今日は
ありがとうございました。」と元気に話されました。

岸田水車小屋オープン
　奥八田地区町づくり協議会が建設していた「岸田水車
小屋」が完成し、５月 23 日にお披露目の餅つき大会が
行われました。住民の交流や地域の活性化に利用するた
めに県の県民交流広場事業の助成を受けて建てたもの
で、調理室と水車の回転で餅つきや精米ができる石臼２
基が設置されています。お披露目では、水車と石臼でつ
いた餅をあんやきな粉をまぶして、お祝いに集まった地
区の人たちに振舞われました。

　５月 16 日、春来椿山公園で第 16 回春来椿山公園祭
りが行われ、約千人の来場者は多彩なアトラクションや
地元の食を楽しみました。ステージでは地元児童によ
る竹太鼓で開幕し、名物の春来そば早食い競争や歌謡
ショーなどが行われました。今春閉校になった春来小学
校の児童が作った味噌をつかった春来汁が無料で振舞わ
れ、来場者は手入れの行きとどいた芝生の上で思い思い
に初夏の一日を過ごしていました。

春来椿山公園祭り

H22（2010）.6.10

広報しんおんせん（6月号）

海上芝桜フェスティバル
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　　　　　　　　トライやるウィーク

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（6月号）

シニア・かにソムリエ　誕生！
　カニの料理や知識、地元の歴史や観光情報などにも精
通するかにソムリエの、さらに上級となるシニアかにソ
ムリエに、松岡秀明さん（芦屋）と中家妙子さん（諸寄）
が初めて認定され、5 月 26 日に認定証が手渡されまし
た。カニの選別や調理の実技、歴史やジオパークなどに
関する難易度の高い試験に見事合格した二人は、「今後
ももっと勉強したい」と、飽くなき探究心を語っていま
した。現在、43 人のかにソムリエ認定者が観光振興の
分野で活躍しています。

　夢が丘中学校と浜坂中学校の 2 年生 156 人が、5 月
24 日～ 28 日まで、町内の旅館やスーパーど 45 事業所
で職業体験を行いました。美方広域消防本部では、7 人
の生徒が消防車両の点検やホースの連結訓練を体験しま
した。最終日にはビルの３階にあたる地上約 10 メート
ルからの懸垂降下訓練に挑戦し、人名救助に挑むための
体力や精神力を鍛えました。

　―５月１２日は看護の日―
　公立浜坂病院の「看護の日フェア」が浜坂のナカケー
白川店で行われ、たくさんの人が健康や介護の相談に訪
れました。まず、血圧や体組成測定などの健康チェック
を行い、その結果をもとに看護師や管理栄養士が食生活
や健康に対するアドバイスを行いました。　

（５月 12 日がナイチンゲールの誕生日であることを記
念して、看護の日に制定されています。）

公立浜坂病院「看護の日フェア」

　諸寄海水浴場の塩谷浜で５月 19 日、諸寄観光協会が
海の安全祈願式を行い、従来より一月以上も早く海開き
しました。塩谷浜には町Ｂ＆Ｇ海洋センターがあり、毎
年、この時期からカヌーやボートなどの海洋スポーツを
体験する児童生徒がたくさん訪れています。
　この日は、神戸市立岩岡中学の２年生 170 人が小雨
の中、町職員の指導を受けながらカヌーやバナナボート
など海洋体験に挑戦し、合間に元気良く水遊びを楽しん
でいました。

諸寄海水浴場　ひと足早い海開き
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新
規
学
卒
者
・
Ｕ
タ
ー
ン

　
　

   
就
職
者
の
激
励
会

　

新
規
学
卒
者
及
び
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
た

方
が
新
社
会
人
と
し
て
地
元
で
夢
と

希
望
を
持
っ
て
働
き
、
将
来
、
地
域
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
就
職
者
激
励
会
を
開
催
し
ま
す
。

情
報
交
換
、
交
流
の
場
と
し
て
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

６
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

  

町
民
セ
ン
タ
ー（
温
泉
総
合
支
所
２
階
）

▼
対
象
者　

35
歳
以
下
で
、
次
の
①
～

④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

①
新
規
学
卒
者
で
町
内
事
業
所
に
就
職

さ
れ
た
方
、
町
内
在
住
者
で
町
外
事

業
所
に
就
職
さ
れ
た
方

②
新
規
学
卒
者
で
事
業
後
継
者
ま
た
は

家
族
従
業
員
と
し
て
従
事
さ
れ
た
方

③
過
去
一
年
以
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
ま
た
は

転
入
し
、
町
内
・
町
外
事
業
所
に
就

広報しんおんせん（6月号）

H22（2010）.6.10

職
ま
た
は
事
業
後
継
者
と
し
て
従
事

さ
れ
た
方

④
新
規
学
卒
者･

Ｕ
タ
ー
ン
、
ま
た
は

転
入
し
、
事
業
所
を
設
立
さ
れ
た
方

▼
内
容　

講
演
、
意
見
交
流
、
記
念
品

の
贈
呈

▼
申
込
期
限　

６
月
18
日
ま
で　

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

℡ 

82
‐
５
６
２
５

　

振
興
課　

℡ 

92
‐
１
１
３
１

ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も
り

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

若
年
無
業
者
（
ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も

り
）
の
就
労
相
談
や
社
会
自
立
に
向
け

て
、
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
労
協
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
豊
岡
」
の
専
門
員
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
行
い
、
個
人
の
悩
み
に
合
っ
た
支

援
を
紹
介
し
ま
す
。
就
職
す
る
こ
と
に

自
信
が
な
い
、
子
ど
も
が
引
き
こ
も
っ

て
い
る
、
自
分
に
合
っ
た
仕
事
が
わ
か

ら
な
い
な
ど
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
家
族
の
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。

▼
と
き　

6
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

▼
と
こ
ろ

　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂　

　

℡ 

82
‐
１
７
３
５

▼
問
い
合
わ
せ

　

労
協
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
豊
岡

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
３
３
３

　

商
工
観
光
課　

℡ 

82
‐
５
６
２
５

お
知
ら
せ

若者就業者町内施設利用券　　　　
「フレッシュマンパスポート」を交付します

　町内各施設の協力により、地元に定住し就職された若
者に対して、町内施設利用券「フレッシュマンパスポー
ト」を発行します。
　施設を利用して自分たちの町の魅力を再認識してまち
づくりにご参加ください。
▼対象者　町内に住所を有する 35 歳以下で、町内の事

業所または通勤可能な範囲の事業所に就職した方で、
次の①～⑤のいずれかに該当する方。（過去に交付を
受けた方は除きます。）

①若者新卒就業者（新規学卒者で就業した方）
②若者Ｕターン就業者③若者転入就業者
④事業後継就業者
⑤事業所設立就業者
▼内容　パスポートで施設の利用料が免除、割引されます。

▼手続き　施設利用券勤務先事業主の証明した交付申請
書を提出してください。

▼問い合わせ　
　商工観光課　商工労政係　℡ 82 ‐ ５６２５
　振興課　商工観光係　℡ 92 ‐ １１３１

【利用施設一覧】

浜坂地域

七釜温泉「ゆーらく館」
但馬海岸遊覧船
ユートピア浜坂
浜坂先人記念館「以命亭」
浜坂海岸レクリエーションセンター

温泉地域

リフレッシュパークゆむら
湯村温泉博覧館「夢千代館」
ログハウスカナダ（一部自己負担あり）
但馬牧場公園リフト
おもしろ昆虫化石館「八田コミュニティセンター」
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広報しんおんせん（6月号）

国
民
年
金
加
入
者
は
不
要
）

③
住
民
票
（
18
歳
以
下
の
子
ど
も
で
新

温
泉
町
に
住
所
が
な
い
場
合
は
、
そ

の
子
ど
も
の
世
帯
全
員
の
住
民
票
）

▼
そ
の
他

※
届
出
が
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降
の

子
ど
も
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
６
月
中
に

役
場
福
祉
課
ま
た
は
支
所
住
民
福
祉

課
の
窓
口
で
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

福
祉
係

　

℡ 

82
‐
５
６
２
０

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の

　
　

   

対
応
は
お
早
め
に

　　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
来
年
７
月
24
日
ま

で
に
終
了
し
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送（
以

下
地
デ
ジ
）
に
完
全
移
行
し
ま
す
。
ア

ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
に
、
地
デ
ジ
を

視
聴
す
る
た
め
の
準
備
を
完
了
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
地
デ
ジ
に

関
す
る
相
談
や
地
デ
ジ
専
用
ア
ン
テ
ナ

キ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
相
談

　

デ
ジ
サ
ポ
で
は
、
地
デ
ジ
へ
の
完
全

移
行
に
向
け
て
、
地
デ
ジ
へ
の
対
応
方

法
等
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
「
自
宅
で
地
デ
ジ
の
放
送
を
見
る
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」「
地
デ

ジ
の
広
告
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
た
け

れ
ど
、
よ
く
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
地

デ
ジ
に
つ
い
て
の
疑
問
や
心
配
事
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
電
話
番
号　

デ
ジ
サ
ポ
兵
庫

　

℡
（
０
７
８
）
３
３
０
‐
０
１
０
１

◇
受
付
時
間　

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
９
時　

　

土
・
日
・
祝
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１
）

で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

地
デ
ジ
専
用
ア
ン
テ
ナ
キ
ッ
ト
の

　
　
　
　

   
無
料
貸
し
出
し

　

デ
ジ
サ
ポ
で
は
、
地
デ
ジ
へ
の
移
行

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
「
地
デ
ジ
専

　

本
年
度
支
給
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
６
月
１
日

時
点
の
年
金
加
入
状
況
や
子
ど
も
の
養

育
状
況
な
ど
の
現
況
届
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
次
の
日
程
で
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
必
要
な
も
の
を
持
参
の
う

え
、
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
に
お
送
り
し
た
「
子
ど
も
手
当

認
定
請
求
書
・
子
ど
も
手
当
額
改
定
認

定
請
求
書
」
を
提
出
い
た
だ
い
た
方
、

４
・
５
月
に
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書

を
提
出
し
た
方
は
、
届
け
出
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

【
温
泉
地
域
の
方
】

◇
と
き　

６
月
17
日
（
金
）

　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

◇
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

農
林
研
修
室

【
浜
坂
地
域
の
方
】

◇
と
き　

６
月
18
日
（
金
）

　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　

１
階　

会
議
室

▼
届
出
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保
険
証

の
写
し
（
厚
生
年
金
加
入
者
の
み
。

子
ど
も
手
当
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

用
ア
ン
テ
ナ
キ
ッ
ト
」
を
無
料
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
地
デ
ジ
専
用
ア
ン
テ

ナ
キ
ッ
ト
は
、
地
デ
ジ
用
ア
ン
テ
ナ
、

地
デ
ジ
専
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
等
で
構
成
さ

れ
、
各
家
庭
で
受
信
確
認
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。

◇
申
込
み
方
法

　

申
込
書
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
の

う
え
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）
を
添
え
て
、
地
デ
ジ
専
用
ア
ン
テ

ナ
キ
ッ
ト
事
務
局
ま
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
デ
ジ
サ
ポ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://digisuppo.jp/

）
ま
た
は

役
場
企
画
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◇
申
し
込
み
先

〒
１
５
０
‐
０
０
４
７

　

東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
16
‐
２　

　

ｂ
ｉ
ｔ
Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ　

３
階 

　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

地
デ
ジ
専
用
ア
ン
テ
ナ
キ
ッ
ト
事
務
局

　

フ
ァ
ッ
ク
ス

　
　
（
０
３
）
５
７
３
８
‐
５
２
８
６

▼
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
課　

通
信
基
盤
整
備
係

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
４
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上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム              

　

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

上
山
高
原
ぐ
る
っ
と
ハ
イ
キ
ン
グ

森
林
浴
と
歴
史
の
水
路
を
楽
し
も
う
！

　

上
山
広
場
か
ら
左
馬
殿
道
を
通
っ
て

上
山
を
一
周
！
昨
年
整
備
さ
れ
た
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

▼
と
き　

６
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
雨
決
行

▼
集
合
場
所　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
対
象　

小
学
生
３
年
生
以
上

　
　
（
小
学
生
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）

▼
募
集
人
員　

先
着
50
人

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
料　

大
人
１
０
０
０
円
、

　
　
　
　
　

子
ど
も
５
０
０
円

▼
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
等

高
丸
の
滝　
　
　
　
　

　
　
　

猿
壷
の
滝
巡
り

　

猿
壷
の
滝
は
、
近
年
、
ア
マ
チ
ュ
ア

カ
メ
ラ
マ
ン
を
中
心
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
紹
介
さ
れ
、
知
名
度
が
あ
が
り
ま

し
た
。

H22（2010）.6.10

広報しんおんせん（6月号）

第
４
回
た
じ
ま
子
ど
も
ま
つ
り

　
　
　

参
加
団
体
の
募
集

▼
と
き　

10
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

香
美
町
立
香
住
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
（
香
美
町
香
住
区
香
住
）

▼
対
象　

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を

応
援
し
、
親
子
や
家
族
で
参
加
、
体

験
で
き
る
活
動
や
共
感
や
ふ
れ
あ
い

の
で
き
る
活
動
が
で
き
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
（
舞
踊
劇
、
合
唱
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
人
形
劇
、
紙
芝
居
、

お
手
玉
、
ダ
ン
ス
、
３
Ｂ
体
操
、
木

工
細
工
、
食
育
指
導
な
ど
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
応
募
期
限　

７
月
21
日
（
水
）

▼
説
明
会　

参
加
団
体
を
対
象
と
し
て

９
月
初
旬
に
開
催
予
定

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
県
民
局
県
民
室　

県
民
協
働
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
４
４

▼
と
き　

７
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
雨
決
行

▼
集
合
場
所　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
対
象　

小
学
生
３
年
生
以
上

　
　
（
小
学
生
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）

▼
募
集
人
員　

先
着
25
人

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
料　

大
人
１
０
０
０
円
、

　
　
　
　
　

子
ど
も
５
０
０
円

▼
持
ち
物　

弁
当
、
水
等
、
雨
具
、
長

靴
等

―
問
い
合
わ
せ―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

くまさんの頼れる便利屋さん登場 !!　さらにお得になりました。
　買い物、病院等の外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝切り・蛍
光灯電球の交換・家具の配置換え・家庭内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円からご利用いただけ
るようになりました。
  [ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　　
1km × 15 円や、材料費等は別途請求致します。]　
事前予約が必要ですので、まずはお電話ください。
                                                                              （お見積もり無料）

   お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　            
                Tel （０７９６）８２－２８９６　　担当　熊本　池上

【広告】

　　　猿壷の滝




